
























(2) a 地球は自転する。 b 地球は自転している。
のように、「スル」形 ・ 「テイル」形ともに恒術的な状態を表す場合もある。 なぜ例


















を起こしていない意味を示す。 一ーはその動作を起 こ した意味を示す。一〉は時間の流
れを表す。例は「テイル」 形の窓味がその局面の中にあることを示す。Oはその形式
で言える意味を示すn state 1は静止的な状態を示す。state 2 は変化したあとの状態を
示す。 t 1は動きの始点の意味を示す。t 2 は動きの終点の意味を示す。 t 1とt 2 の
間はその動作の動きの局面を表す。
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図式 B は動作の1r,-止的な状態 state l から
I 1 の始点が始まり、 state 2 の状態になっ



















state 2 I 王
!Oテイル形
state 1 1- ·-0 
図式C は動作の伯止的な状態state I が t







意味は (A-a) (B-a) (B-b) (C) の図式で表される。 一見 (A-a-2) (B 
-b) と（C) は同じ静止的な状態的意味を表しているように見える。しかし、 それぞ
れには次表のような相述点がある。
ら←竺竺四去 定 義 発生する状況
(A-a-2) 継続相の動洞が動作•過程としての意義を失 屈性を表すものが持統性
い、 動作の局而ではなくて、状態過程の中 を持たない現実的な存在
にある。 つ まり、 状態的な1!1）面が現れ、動 である楊合と、 そのもの
作的な側面がil'lえている。 が現実的な存在でない楊
んロ o 
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b タイコを打っている。（辞典） （ B- a) 
(1 - a) の例文は、進行中を表さない。 これは、補語「ホームランを」がポールを
打つという動作が終了して、そのポー ルの行方が決定した後でなければ使ぇないからで
ある。このような場合の「テイル」形は、動洞の収る補語によって、動きの起きた後の






(12) a 彼は本を哲いている。 (B-a) (8-b) 
b 彼はペストセラーの本を柑いている。 (8- b}
(13) a 彼はシペリアを紫足で歩いている。 (B-a) (B-b) 
b 彼は索足で歩いている。 (B- a) 
aの例は、進行中を表すか或いは、結果の状態を表す。こ の結果の状態は物理的に何
回繰り返しても、主体変化が起こらないので、「テイル」形の意味が (B- b) に屈す
る。 (12-b) の 「ペスト七ラー の」は「本を柑く」勁作によって生じた結果に対する
叙述である。この例では主栢の動作によって生じた結果に対して、何らかの叙述・評価
が行われており、 この時点で、動作進行中の意味は切り捨てられる。したがって、「テ











によって、「テイル」形の意味の交替が生じることであり、 (III) の特徴は 「テイル」形
の意味に二義性があり、補瓶の屈性によって、一つに絞られることであるといえる。 っ
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前掲 (14) - (17) はある時点をとると成り立たない場合があったが、 これらの例は全
ての時点で成り立つものである。 例文 (18) 「北極と南極は雌れている」は、「北極と南
極は離れていることが認知されていて、 現在も未来もずっとこういう状態が続く」と思
われることを表している。 そして、 この状態は時間の而において、 どの時点に骰いても
成立する。 また、 例文 (19) 「象には長い恥がついている」において、「象」というもの
























(22- a) と(23- a)の例では、「回る」と「流れる」は「地球」と「血液」の属
性を述べている。 一方、 (22- b) と「回っている」は、「現在回っている」・ 「地球誕
生以来既に何千、 何万、 何他周回っている」という二つの意味がある。(23- b)も同
(22) - 51 -
様である。 すなわち、 bの例で補語の属性は常に真であり、 同時にどの時点をとっても、
その勁作を表す状態が成立する。 この点上述 (II) と等しい。 ただ (II) と異なるのは、





うか」と「動きがあるかどうか」）によって大別される。 (14) - (17) は全ての時点で
事態は成立しないが、 動きはある。 (18) - (21) は全ての時点で事態が成立するが、
動きがない。 (18) - (19) と (20) - (21) は語薬的に分かれており、 日本栢として




バタ ン 要素 属性として其 全ての時点で兵 変化・動きあり
(I) ル形のみ (14) - (17) ゜ X ゜
(II) テイル形 (18) - (19) ゜ ゜
のみ 和絣系·······-········-·-···・・ 一．．疇•.．...．.．............ -... -.... -....... --. ・・・·················會●● 
(20) - (21) 
漢梧サ変系は ゜ ゜ X 
「ル」形もあり
(III)ル 形・テ
(22) - (23) ゜ I ゜ ゜イル形
この図から、 一般公理文として、 意味の弁別索性としては二項（全ての時点で真かど














意味を表さない場合もある。 したがって、 金田一の国語動洞の分類の仕方では、 このよ




























小泉 保他紺．「日本拍基本動洞用法辞熊」大修館肉店(1989)、 蛍川＝ ＇白•本郎「蛍川」角川文／収
(1988)※出嗅↓明記がない用例は策者の作例である。
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